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《短報》

背中線があるヌマガエルの割合

川野敬介

豊田ホタルの里ミュージアム,〒750-044ｌ山口県下関市豊田町大字中村50-3

はじめに

ヌマガエルＲａﾉ7α(Z”ﾉ７０ﾉ7"/ａｓﾘﾉ伽"７０c/”かBoie,1935は，本j‘|､|中部（神奈川県）以西，四国，九州，先

島諸島を除く西南諸島,台湾,山東省以南の中国,東南アジア全域インドに分布する川型のカエルで，

種内において背中線が出現する個体と出現しない個体がいて，その割合としては九州以北産では多く，

奄美・沖縄産では出現しないとされている（前田・松井,1999)．

本稿では，豊田ホタルの里ミュージアム敷地内のヌマガエルを採取し，背中線がどの程度の頻度で出

現するのかを調査したので，報告する．

調査時期と方法

調査は，山口県下関市豊田町中村（豊田ホタルの里ミュージアム敷地内）において，２０１１年７月１７

日に行った.調査方法は10名の調査員が1時間の時間内に目視で見つけ,採集して出現頻度を算出した．

なお，同時にすべての個体の頭|胴長を計測した．

結果および考察

調査の結果，１１４個体のヌマガエルを採集することができた．そして，その内背中線が出現していた

個体（図l）は24個体，出現していなかった個体（図2）は90個体であった．つまり，全体の21％に

背中線が出現していた．出現した個体の頭I同長は2.28±0.35ｃｍ（平均±SD,Ｎ=24）で，出現しなかっ

た個体の頭|胴長は2.27±0.36ｃｍ（N=90）であり，両者間に有意な差は認められなかった（ｔ検定Ｐ

＞0.001)．なお，体サイズ以外に体色や行動，微生息空間などにも特に違いは認められなかった．
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図１背中線が出現したヌマガエル
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図'２背中線が出現していないヌマガエル
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